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障害を能力に変え、誇りを持ちながら自立就労し社会と関わる。
全く新しい職能開発と職域開発プロジェクト

Dialog in the Dark
ダイアログ・イン・ザ・ダーク



DID基本コンセプト
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●発案者
アンドレアス・ハイネッケ
Andreas Heinecke

社会企業家・Social Entrepreneur
世界の100人の社会企業家に選ばれる

1955年ドイツ・バーデンバーデン生まれ。
1979年、「東ユダヤ人に関する研究」により哲学博士号を取得。

1983年、ドイツ南西ラジオでジャーナリストおよびドキュメ
ンタリー作家として勤務。その後、フランクフルト盲人協会
で、視覚障害者の社会への参加を促すプロジェクトを担当し、
DIDを開始。1997年Consensとして独立し事業化。

社会メディアとしての新しい機会の創出のため、
このプロジェクトに専念している。

暗闇は、人を元にもどすメディアである
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1989年ドイツ



まっくらな空間の中にさまざまな場面設定があります。

そのなかを視覚以外の感覚機能で動きます。

【基本フロー】

■まっくらな中でのシーン
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世界39か国、130都市、
約800万人以上が経験



五感再生と新しい関係性による

Innovation
×



ソーシャル・イノベーション

▽

固定観念、常識、レッテルを変える。
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こどもだから・・・

大人だから・・・・



こどもだから、こそ・・・

大人だから、こそ・・・・



世界共通のコンセプトは３つ

どこまでも真っ暗
チームで体験
案内人は視覚障がい者



単なる障がい者疑似体験ではありません。
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【常識】

健常者が視覚障がい者を助ける。



【脱常識】

視覚障がい者が健常者を助ける。



■ダイアログ・イン・ザ・ダークの挑戦

目が見えないことが
雇用条件です。

目を使わない経験豊かな全盲の方が有利です。
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目が見えなくても出来る仕事
ではありません！

目が見えないからこそできる仕事です。

障がいを能力に変える。



参加者×視覚障がい者×暗闇



対等な対話



【日常】 【非日常】照度ゼロの暗闇

立場の固定化 立場の逆転 新しい関係性の醸成
（固定観念・既成概念） （相手の立場） （イノベーション）

参加者 視覚障碍者

感覚を研ぎ澄まし、楽しい共有体験をする。

新しい関係性構築へ



暗闇



視覚 聴覚 触覚 臭覚 味覚 温感 痛感 平衡感・・・

閾値



聴覚 触覚 臭覚 味覚 温感 痛感 平衡感・・・

閾値を下げる



五感を磨く

しあわせ



1 DIALOGUE JAPAN SOCIETY

【日本の幸福度は、GDPには比例しない】



ソーシャル・キャピタル。
社会関係性資本
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ソーシャルインパクト



1999年から10年間

短期のイベントを続け

2009年3月20日～

日本における常設＠東京
始動

参加者 約170,000名



企業×視覚障がい者×暗闇
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暗闇の中での企業研修

リーダシップ・コミュニケーション・チームビルディング

ダイバーシティ

約500社に導入。





2013年から,  

積水ハウスとの
共創プロジェクト
「対話のある家」始動

参加者 約10,000名



職人×視覚障がい者



バリアバリューデザイン

障害者のプラスの財を産業とコラボレーションした例

今治タオルとコラボし、より質のいいタオルを開発



バリアバリューデザイン

障害者のプラスの財を産業とコラボレーションした例

会津漆器とコラボし、より質のいい漆器を開発



子ども×視覚障がい者



【ユニセフ 幸福度調査】

子どもたちが、孤独を感じるダントツ1位の国は？
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1 DIALOGUE JAPAN SOCIETY

2007年度の国連児童基金（ユニセフ）イノチェンティ研究
センターが公表した子どもの「幸福度」に関する報告書
で、「孤独」だと感じている子どもの割合が最も高かった
のは日本。

「自分は孤独だ」と感じる十五歳の子どもの割合が２９・
８％で、平均の７・４％をケタ違いに上回っており、回答
のあった24カ国中トップ。

ほぼ３人に１人が感じていることになります。

【先進国の中で最も子どもが孤独な国、日本】



佐賀県と協働して学校教育に

ダイアログを導入する実験を 「ふるさと納税」×「子育て協働事業」はじ
まりました。

【子どもたちに学校教育でダイアログを！】
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2020年オリパラ教育として

【子どもたちに学校教育でダイアログを！】
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参加者×視覚障がい者×暗闇

×

ソーシャル・エンターテインメント



日本だけ、オリジナル・コンテンツ開発

▽

違った能力×違った文化



バースセラピスト
志村季世恵 Kiyoe Shimura

末期がんを患う方へのターミナルケアは
独自の手法を以て家族や本人と関わり、
その方法は多くの医療者から注目を浴び
ている。講演、ワークショップなど多数。

主な著書

『さよならの先』（講談社文庫）、
『いのちのバトン』（講談社文庫）、
『大人のための幸せレッスン』（集英社新書）
『マママインド』（岩崎書店）
共著『親が育てられるとき』（岩波書店）
内田也哉子
『まっくらな中での対話』茂木健一郎（講談社文庫）

いのち×遊び心×対等



社会を静かに変えていく
ソーシャルプラットフォーム

DIALOG IN THE DARK



100日に100万人もの
大量虐殺のあった
ルワンダの復興に



聴覚障がい者が創りだす
聞こえない対話の場
『ダイアログ・イン・サイレンス』

DIALOG IN SILENCE



DIALOG WITH TIME
後期高齢者が創りだす
世代を超えた対話の場

『ダイアログ・ウィズ・タイム』



３つのプログラムを常時展開できる「対話のミュージアム」を
都内に建設し、継続的な運営を目指します。
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DIALOG
MUSEUM

Exhibitions and experimental play 
about the art of aging facilitated by senior citizens

Exhibitions and workshops 
in complete silence about nonverbal communication 
facilitated by hearing impaired people

Exhibitions and workshops 
in complete darkness to explore 
the unseen facilitated 
by visually impaired people

【見えない】 【聞こえない】

【加齢】

【ダイバーシティ ミュージアム】



×



イスラエル テルアビル空港


